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木材加工施設における原木入荷量（現状月平均）

製材用原木 1,600㎥

チップ用原木 1,800ｔ

集成材用（短尺）原木 515ｔ



熱交換器

給水タンク

ボイラー

温純水

（90～95℃）

飽和蒸気

マンゴーハウス

（32m×28m）

野菜ハウス

（5.5m×35m×2棟）

ボイラ施設

（定格出力

4,000kw）

ALC製造工場

熱量計

グリーンソーラ

♦熱エネルギーのカスケード利用（現状）

温水

55℃～65℃

室温15℃

室温8～25℃

（時期によって変動）

50 ～60℃

蒸気供給量

（現状）平均4ｔ～4.5ｔ/h

温水供給量

（現状）平均87,000MJ      灯油約2,370 L相当 （灯油熱量37 MJ/Lとして）

チップ使用量

（当初計画）900ｔ/月（WB 60%以下） ⇒ （現状）平均640ｔ/月（WB 45%以下）

年間使用蒸気量

（事業実施前） 43,000ｔ/年

（受入計画） 6割

（受入現状） 平均2,150t/月


